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研究成果の概要（和文）：年輪年代測定は、日本の木造文化財の分野で重要な役割を果たしてき

た。調査対象の表面において、彩色、古色仕上げ、表面劣化などにより年輪が明瞭に観察でき

ない場合には、高解像度のマイクロフォーカス X 線 CT の活用たいへん効果的である。この研

究では、従来あまり研究がなされてこなかった木造神像彫刻の非破壊年輪年代測定を主な目的

としている。美術史研究者や年輪年代学研究者の協力により、多数の木造神像彫刻について年

輪年代調査を実施した。 

 
研究成果の概要（英文）：Tree-ring dating has played an important role as a means of age 

determination in the study of wooden cultural artifacts in Japan. In the case of the rings 

are not visible on the surface of the specimen due to paint, lacquer, or surface deterioration, 

the application of high resolution micro-focus x-ray computed tomography is very effective. 

This study focuses the nondestructive tree-ring research of wooden statues of deities, which 

were not subjects to considerable research. Many tree-ring dating for wooden statues of 

deities were organized in cooperation with the art historians and the scientists of 

dendrochronology. 
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１．研究開始当初の背景 

「木の文化」を標榜するわが国の木造文化

財の調査において、年輪年代法は対象自体か

ら暦年代を一年単位で確定できる自然科学

的な年代決定法として重要な役割をはたし

てきた。研究代表者の所属する奈良文化財研

究所では、1980 年から年輪年代法による木

造文化財の年輪年代調査を実施し、とりわけ
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考古学や建築史の分野では調査対象に基本

的な年代情報を提供することで、顕著な実績

を残してきた。一方、美術史の分野では、三

仏寺蔵王権現立像、高幡山金剛寺不動明王坐

像、法輪寺薬師如来坐像などいくつかの年輪

年代調査実績があるものの、考古学・建築史

学分野での膨大な実施事例と比較すると、か

ならずしも十分なものではない。その背景と

しては、調査対象自体が信仰の対象であり、

また美術品としての価値が高く、非破壊での

調査が厳に要求されるという事情が挙げら

れる。解体修理などの機会を利用して年輪年

代調査を実施することはできても、調査対象

に彩色や金箔貼などが施されていたり、ある

いは調査対象表面が劣化していたりして年

輪が鮮明に観察できない場合には、年輪年代

調査を行うことが極めて困難である。こうし

た美術史分野における年輪年代研究実施の

問題を根本的に解決するべく、研究代表者は

平成 16-17 年度科学研究費補充金（若手研究

A）を受けて「マイクロフォーカス X 線 CT

を用いた木造文化財の非破壊年輪計測に関

する基礎的研究」を実施し、実用的な非破壊

年輪年代測定の技術として世界にさきがけ

て確立した。 

一方、本研究で対象とする木彫神像のおか

れた状況について鑑みると、博物館での企画

展の実施（京都国立博物館 2004, 栗東歴史民

族博物館 2004, 神奈川県立歴史博物館

2006）や相次ぐ書籍の刊行などで近年活況を

呈する状況になりつつあるものの、神像彫刻

の研究は仏像彫刻のそれと比べて、それほど

盛んに行われているとは言い難い。神像彫刻

発生の契機としては神仏習合がかねてより

指摘されてきたが、信仰・思想・実態の曖昧・

不明瞭さゆえにその意味や背景を考察する

手がかりが不確定なまま彫刻史としての研

究が進められてきた。彫刻史研究の基本的方

法である他の作品との比較研究が、神像彫刻

ではその事例の少なさゆえに仏像ほどの成

果が期待できない現状では、他の方法も試み

られる必要がある。歴史学・宗教史・民俗学

などのさまざまな分野での論考があるなか

で、研究代表者がその有力な方法たりうるも

ののひとつと目しているのが、本研究で目指

す非破壊年輪年代測定法による新しいアプ

ローチである。 

年輪年代調査用に実用化されているマイ

クロフォーカス X 線 CT 装置では、現在のと

ころ、直径 45cm・高さ 50cm 以内の対象に

限定されている。一方、木彫神像には上記の

寸法内に収まるヒノキのものが数多く、かつ

一木で内刳を施さないものが多いため、非破

壊断層撮影によって年輪年代の照合に必要

な100層以上の年輪が包含されることが想定

される。したがって、仏像、各種美術工芸品

など美術史学の対象とされるものが数多く

あるなかで、木彫神像は非破壊年輪年代測定

研究の対象として最も適したものである。こ

のように、現時点での研究方法や装置の制約

的な条件、ならびに神像のもちうる要件の双

方を考慮した場合、本研究の目的とする木彫

神像の非破壊年輪年代研究は、美術史学にお

ける役割・文化財科学における進歩性いずれ

も高く、かつ実現性をともなった研究テーマ

である。 

 

２．研究の目的 

本申請研究は、研究代表者らによって確立

されたマイクロフォーカス X 線 CT による非

破壊での年輪年代測定の技術を木彫神像に

対して実施し、もって美術史研究に資すると

いう目的で実施される。調査対象を神像彫刻

に絞り、かつ年代としては平安期と目されて

いるものから近世にいたるまで幅広く網羅

して年輪年代調査を実施し、神像彫刻史にお

ける基準作品となりうる研究成果の確立を

目指す。本研究では、年輪年代学を専門とす

る研究者と日本彫刻史・日本美術史を専門と

する研究者の共同研究チームを築くことで、

調査対象の年輪年代測定のみならず、年代情

報を美術史の視点から考究することで総合

的に研究を推進する。 

 

３．研究の方法 

研究分担者の所属する奈良国立博物館が

所蔵する小型の神像や、所有者・管理者の了

解を得られる小型の神像などについては、研

究代表者の所属する奈良文化財研究所に輸

送してマイクロフォーカス X 線 CT による非

破壊での年輪年代測定を行う（図１・２・３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査方法は、非破壊・非接触で年輪調査を

行うものであり、神像のような美術史的価

値・信仰上の価値の高い文化財の調査方法と

しては最適なものである。本研究の年輪年代

調査によって得られる情報としては、神像制

作のための原木の調達時期・もしくは上限の

年代を筆頭にあげることができる。さらに、

「一具に祀られている神像群が、同じ原木か

ら作り出されているかどうか」などの木材利

図１ 
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用に関する知見も年輪年代調査によって取

得可能である。 

また、調査対象が大型でマイクロフォーカ

ス X線 CT 装置に収容するのが難しい場合に

は、調査対象表面で年輪の明瞭な箇所をデジ

タルカメラで撮影し、年輪年代測定する手法

も併用する。 

年輪年代の測定については、狭小な年輪が

際立つように年輪幅を対数変換（式１）し、

年輪幅の計測データから長周期の変動変化

の成分を５年移動平均法で除去（式２）した

のち、奈良文化財研究所で作成した暦年の確

定しているヒノキに広域にわたって共通す

る年輪幅の変動変化のパターン（暦年標準パ

ターン）との相互相関分析（式３）およびｔ

検定（式４）による。奈良文化財研究所にお

ける年輪年代測定では、通常、照合年輪数：

100 層程度以上、t 値５以上を照合成立の基

準としている。 

さらに、個人所有などの条件で所有者およ

び管理者の許可が得られる場合には、調査対

象から遊離したごく微量の小片などをもと

に、加速質量分析法による放射性炭素年代測

定も実施する。 

このように、従来からの様式に基づく考究

に加え、年代・木材利用など自然科学的な視

点も加え、総合的に研究を進めていく。多数

の実施事例を通して神像彫刻編年の基準と

なりうる成果を蓄積していくことで、美術史

研究に資する。その成果は、学会や論文によ

る研究者向けの公表のみならず、博物館での

展示や講演会などをとおして、幅広く情報発

信する。 

 

４．研究成果 

前節に記した方法により、この科学研究費

補助金において、30 躯余りの木造神像彫刻に

対して年輪年代調査を実施した。そのうちの、

代表的な５例について以下に記す。 

 

（１）與喜天満神社 木造神像（その２）～

（その６） 

 （その２）：本像は巾子冠をかぶり、袍を

着し、胸前で拱手して坐す男神像。今回調査

した與喜天満神社（奈良県桜井市）の神像群

の中では、きわめて素朴ながらも面相や衣等

も表現する唯一の像。尊名不詳。與喜天満神

社の社殿内左脇宮殿に安置された六躯の神

像のうちの一躯。表現や法量からは、今回同

時に調査した他の四像とは作者系統や制作

年代が異なることをうかがわせる。構造はヒ

ノキと思われる針葉樹材による一木造、彫眼、

素地。表面を虫損、右の眦から側頭部かけて

は虫損が著しい。銘記等はなし。像高 37.0cm。 

 （その３）：本像は冠をかぶり、袖中で拱

手する男神像と思われる。以下の三像ととも

に粗彫りとし、面相を明らかにしない。尊名

不詳。ヒノキと思われる針葉樹材による一木

造、素地。以下の三像とともに同大の厚い板

状の扁平な角材から彫出したと思われる。像

高 24.4cm。 

 （その４）：本像は形状・構造とも上記神

像（その３）に準じ、同工と思われる。尊名

不詳。像高 23.9cm。 

 （その５）：本像は球形の頭部と肩部のみ

を粗彫りした像。僧形像あるいは女神像か。

尊名不詳。構造は上記神像（その３）に準ず

る。像高 24.4cm。 

 （その６）：本像は一部を粗彫りするのみ

で、その造形は立像とも見られるが定かでは

ない。尊名不詳。構造等は上記三像に準ずる。

像高 26.1cm。 

 各像の最も新しい年輪が位置する箇所、お

よび最も古い年輪の位置する箇所を中心に

断層画像を取得し、年輪を分析したところ、

神像（その２）では 410 層、（その３）では

127 層、（その４）では 133 層、（その５）で

は 139 層、（その６）では 135 層の年輪をそ

れぞれ計測することができた。暦年標準パタ

ーンとの照合の結果、神像（その２）からは

1073 年（ｔ値 8.2）、（その３）からは 1051

年（ｔ値 4.6）、（その４）からは 1063 年（ｔ

値 4.7）、（その５）からは 1059 年（ｔ値 5.3）、

（その６）からは 1060 年（ｔ値 5.2）の年輪

年代を得ることができた。また、神像（その

３）～（その６）にかけての４躯については、

年輪の変動変化のパターンが極めて酷似し

ており、同じ原木の縦一材から木取りされた

ことが伺え、年輪年代としては最新の 1063

年に集約される。すべての神像ともに、辺材

の存在を確認することはできなかったので、

造像過程で切除されてしまった辺材ぶんな

どを考慮すると、これらの神像の用材伐採時

期は、12 世紀前半以降と推察される。 

 なお、この與喜天満神社の神像群の年輪年

代調査は、連携研究者の所属する奈良国立博

物館との共同で実施され、調査成果は特別陳

列「初瀬にますは与喜の神垣―與喜天満神社

の秘宝と神像―」を通して紹介された。 

 



 

 

（２）大宝神社 男神像 

大宝神社（滋賀県栗東

市）本像（図４）は、巾子

冠を被り袍を着て胸前で

拱手する顎鬚をたくわえ

た老貌の男神像である。尊

名不詳。ヒノキと思われる

針葉樹材による一木造、彫

眼、彩色仕上げ。現状はほ

ぼ全面で素地を露出する。

像高 34.0cm。 

本像は、正面に木裏、背

面に木表をあてるように木取りがされてい

た。像高 34cm の小像にもかかわらず、曲率

のゆるやかな年輪や老齢木特有の波打つよ

うな木理を呈していることから、由緒ある霊

木のようなものが彫像の原木として用いら

れた可能性も考えられよう。本像の最も新し

い年輪および最も古い年輪を含む像中２ヶ

所を断層撮影し、両箇所の計測データを相互

に参照したところ、本像には 143 層の年輪が

存在することが確認された。これをヒノキの

暦年標準パターンと照合したところ、1122 年

においてｔ値 6.0 で照合成立した。木表側に

あたる背面において、像中に辺材が残存して

いることを認めることができなかったため、

本像の場合、原木からの彫像過程において辺

材部が切除されてしまったものと考えるの

が妥当であろう。したがって、年輪年代の示

す 1122 年は原木伐採の上限年代を示すにと

どまり、制作年代は、切除された辺材相当ぶ

んとして、それよりも少なくとも数十年以上

は新しいものと推察され、早くとも 12 世紀

後半頃、場合によっては 13 世紀に入る可能

性も視野に入れて考慮する必要がある。 

 

（３）伊豆山権現立像（奈良国立博物館所蔵） 

 烏帽子をかぶり、直衣・袴の上に袈裟をま

とって立つ伊豆山権現像である。伊豆山権現

は静岡県熱海市所在の伊豆山神社の祭神。温

泉を神格化したもので、走湯権現とも呼ばれ

る。本像は袈裟をまとうことから仏教に帰依

した神の姿であることが理解され、いわゆる

神仏習合の典型例として著名である。 

 ヒノキと思われる針葉樹材による一木造、

彫眼、彩色仕上げ。胸や肩には文様を彩色し

た痕が残る。像高 43.0cm。 

本像（図５）は、正面に木裏、背面左上腕

部に木表をあてるように木取りがされてい

た。本像の最も古い年輪を含む正面左手付近

や最も新しい年輪を含む背面左上腕部など

像中４ヶ所を断層撮影し、各箇所の計測デー

タを相互に参照したところ、本像において

201 層の年輪幅データを計測することができ

た。これをヒノキの暦年標準パターンと照合

したところ、1145 年においてｔ値 6.0 で照合

成立した。木表側にあたる背面において、像

中に辺材が残存してい

ることを認めることが

できなかったため、本像

の場合、原木からの彫像

過程において辺材部が

切除されてしまったも

のと判断するのが妥当

であろう。したがって、

年輪年代の示す 1145 年

は原木伐採の上限年代

を示すにとどまり、制作

年代は、切除された辺材

相当ぶんとして、それよりも少なくとも数十

年以上は新しいものと推察される。早くとも

12 世紀後半以降、あるいは 13 世紀に入る可

能性もありうると考えるのが妥当であろう。 

 

（４）男女神像（個人像） 

 男神像（図６

向かって右側）

は、巾子冠をか

ぶり袍を着て、

顎鬚をたくわえ、

衣中の両手で拱

手する。脚部を

明瞭にあらわさ

ないため定かで

はないが、坐像

として制作され

たものであろう。笏などの持物をとった形跡

は認められない。ほぼ同大の女神像と一具に

なると思われる。尊名は不詳。 

 一木造、彫眼、彩色仕上げ。ヒノキ材と思

われる針葉樹材の一材より冠頂部から地付

までを彫出し、樹心を体部左方に外す。胡粉

下地に賦彩を施す。眉・鬚は墨線であらわす。

底部を朽損し、右腰部は欠損する。銘記等は

なく、伝来も不詳。法量は像高 27.9、髪際

高 20.5、臂張 12.0、裾奥 7.4（cm）。 

 一方、女神像（図６向かって左側）は前髪

を左右に分けて背面に長く垂らし、袖中の両

手で拱手する。目を吊り上げ、口を真一文字

に結んで意志的な厳しい表情を見せる。尊名

は不詳。ほぼ同大の男神像と一具となると思

われる。 

品質・構造は男神像に準じるが、ヒノキと

思われる針葉樹材による一木造、彫眼、彩色

仕上げ。樹心を体部右方に外す。髪は墨彩、

面部・衣部は胡粉下地の上に彩色を施す。衣

部には暗赤色の色料が残る。右腰から右脚部

にかけて朽損、所々を虫損、彩色はそのほと

んどが剥落する。伝来不詳、銘記等無し。法

量は像高 22.6、髪際高 21.4、裾張 11.7、裾

奥 8.0（cm）を測る。 

男神像は、右側面に木裏、左側面に木表が

あてられているのに対し、女神像では左側面

に木表、右側面に木裏をあてるように木取り

図４ 
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がされていた。両像の最も古い年輪および最

も新しい年輪含む各々２ヶ所を断層撮影し、

計測箇所の計測データを相互に参照したと

ころ、男神像においては 164 層、女神像にお

いては 155層の年輪幅データを計測すること

ができた。これをヒノキの暦年標準パターン

と照合したところ、男神像では 1178 年（ｔ

値 7.5）、女神像では 1166 年（ｔ値 7.2）で

照合成立した。また、男女神像間の年輪幅デ

ータを比較照合したところ、ｔ値 31.1 と著

しく相関性の高いことから、両像は同じ原木

から縦に木取りされたことが伺える。男神像

では、木表側にあたる右側面部が約３cm にわ

たり著しく虫損や風食による劣化を受けて

いるため、像中に辺材が残存している可能性

が考えられる。この場合、樹皮直下の年輪こ

そ存在しないものの、一般的にヒノキの標準

的な辺材幅が３cm 程度であることから、辺材

部はほぼ像中に完存することになる。 

したがって、原木の伐採時期は 1178 年を

上限とし、それをさほど下らない 12 世紀後半

頃と考えるのが妥当であろう。原木の伐採か

ら彫像までにどの程度の期間を経ているか

については不明であるが、過去の年輪年代の

調査事例（三仏寺投入堂本尊：国宝蔵王権現

立像、東大寺南大門：国宝金剛力士像など）

では、伐採から彫像の完成までわずか数年と

いう事例も散見される。この男女神像におい

てもその程度の期間を仮定するならば、造像

時期としても藤末鎌初を想定することがで

きよう。この男女神像は個人像のため、伝承

について不詳である点が惜しまれるが、これ

らによく似た神像彫刻の類例は多数存在す

ることから、今後の研究にも参考となる成果

といえよう。 

 

（５）玉龍寺 女神坐像 

 玉龍寺（奈良県

川上村）に伝わる

本像（図７）は、

筒袖の衣で頭部を

覆い、右手を膝上

に伏せ、袖中の左

手で口と鼻を隠し、

足先を露出した左

足を片膝立てて坐

す女神像である。

袖で面部を覆う仕

種は他に例を見ない特異な姿である。その意

味するところは明らかではなく、尊名も定か

ではない。 

 一木造、彫眼、彩色仕上げ。頭頂から足先

までをヒノキと思われる針葉樹の一材より

彫出し、樹心を背面後方に外す。彩色は面部

に胡粉、衣と袖内部に朱彩が残り、瞳に墨を

点じる。表面には虫損が見られるが、概して

保存状態は良好である。法量は像高 31.2、髪

際高 28.5、膝張 26.0、膝奥 18.7（cm）。 

本像の背面右袖から正面右膝にかけて、最

新年輪を含む右足先部分などの４ヵ所を重

点的に撮影し、４箇所における計測データを

相互に参照しながら平均して一連の時系列

データを作成すると、349 層に及ぶものにな

った。これをヒノキの暦年標準パターンと照

合したところ、1176 年においてｔ値 6.5 で照

合成立した。左足第一指の先端が最外年輪は、

一連の年輪幅計測データが照合成立した

1176 年のさらに４層ぶん外側に位置するの

で、本像の年輪年代は、1176 年に 4年ぶんを

加算した 1180 年になる。 

 本像左膝下から足先にかけての部分は、木

表付近幅約 15mm の部分が木理に沿って帯状

にほんの僅かに色調差を呈していることか

ら、像中に辺材が残存する可能性も考えられ

る。しかし、色調差が僅かであることから、

辺材の残存を明言することは差し控えたい。 

一般的に樹齢 400年程度のヒノキの辺材幅

は 30mm 程度であり、また本像の最外部 100

層の平均年輪幅は、0.44mm と狭小である。仮

に本像に 15mm の辺材が残存していて、その

外側約 15mm の部分を彫像過程で切除された

とすると、伐採年代は 1214 年頃と試算され

る。一方、本像に辺材部が残存していなくと

も、辺材部のみが切除されたと仮定した場合

には、1248 年頃の伐採年代が想定される。も

ちろん、彫像に際して心材部も切除されてし

まった場合には、伐採年代はこの年代よりも

必然的に新しくなる。 

以上より、本像制作のための原木伐採の時

期は、1180 年を上限とする 12 世紀末から 13

世紀中頃が可能性として示唆される。 

 

なお、上記５例以外にも調査対象とした神

像は 20 躯余りを数えるが、論文・刊行物・

学会発表などとしては未発表であるため、本

報告書では割愛させていただいた。 
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